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田主丸の町なみ 田主丸の町なみ

現在の田主丸の町並みは、他の地域 と同様に時代の変遷により変化 を受けています。 しかし

ながら注意深く観察していく と、枡形など街道の形状や雲雀川用水、細い路地など江戸時代 の

町割りや、多くの江戸～昭和初期にかけての建造物 ・丁作物が良好に残っているこ とがわかり

ます。

現代的なファサードの商店の背後には町家が続き 、天保絵図そのままに奥行きの長い敷地が

延びています。町の北側には、田主丸町の範囲を区画 したと見られ る小水路も残 ります。

また、絵図にも見える若竹屋酒造には元禄期の涯蔵が現在も残り 、町内の街道筋には漆喰 に

よる美しい装飾が目を引く旧古賀薬局や手津屋本店の土蔵や建物、 1日田主丸郵便局や旧田主丸

銀行など昭和初期の洋風建築、 白壁の居蔵造 りの建物などバ リエーションに富んだ町なみが残

されています。

なお、田主丸の他にも、久留米市内には石浦大橋や善導寺など、当時の中道往遠沿線の雰囲

気が残る場所が見られます。

● • 99 マ-▲

石浦大橋 （中道往還はここ で巨瀬川を渡る）
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日田街道概要（筑後国絵図）

久留米市は地勢的に四方に開けており 、古代から交通の要衝と して発展してきま した。近世

になると 、田中氏 ・有馬氏の治世の中で街道ゃ畜嶽、経芳鮒の整備が進められ、現在もその痕

跡をたどる ことができます。
ぽうのつ

御井町の高良山の門前に発達 した宿場町 「蔚革」は、坊津街道（薩摩街道） 、 日田街道（豊
おうかん

後街道）が交差する位置にあり 、府 中道を介して柳川往還とも結ばれる久留米藩の主要な宿駅
さんふかい ど う ほんじん わさぼんじん

でした。坊津街道は大名が参勤交代 に利用する参府街道であ り、 府 中には本陣 ・脇本陣などが

おかれました。

日田街道（豊後街道）

寛政 9年 (1797)に編猛が開始された地誌 「豊後国史」には、江戸幕府の九朴I統治の拠点で

ある永山布政所（日田代官所 ：大分県日田市）から各地に向けて延びる街道が記されてお り、

それらは日田街道 と称されます。
ながや tふせ い し t

久留米城下へは、永山布政所から 日田両町ー上野一石井ー内河野一堂尾一筑後国山北ー吉井

を経て高良山の麓の府中宿に至り 、その後久留米城下の札ノ辻へと続く経路と 、 日田から筑後

川の対岸を進み、筑前国穂坂、久喜宮を経て筑後JIIを渡り 、筑後国古川から吉井 一府中へと続
ゃ tぺみち

く経路の二つが知られます。なお、吉井一府中間は耳納 山麓を進み草野町を通る「山辺道」 と、

平野部を進み田主丸町・ 善尊寺を通る 「笛這」に分けられます。それらは府中の東側の追分で

合流 し、 府中宿へと入ります。

また、 日田街道は久留米城下を経て西の大石渡しで筑後川 を越え、長崎街道に接続します。
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天保7年 (1836) 「田主丸井村絵固」

藤田公一郎氏蔵

街道の景観を残す在方町 r田主丸」
なかみちおうかん

田主丸町は日田街道中道往遠沿いに発達した五笠町です。 田主丸町の成立については記録により諸説
けいちょう

ありますが、概ね慶長年間の町建てであると見られます。
ひばりがわ

癸属7年の「田主丸町井村絵図」には雲雀川沿いの中道往還両側に屋敷地が描かれており、街道に面
t:んざく

して問口が狭く奥に長い短冊形の地割りが見 られます。絵図を西側から見ていくと、 雲雀川を渡った場
かよえぐち

所に構口があり、往還は北側へ延び横町から東へ折れて中町（現在の田主丸中央商店街）に入ります。

往還筋には法林寺・高札場、石垣新宮雀ijj闇翡な どが見え、続く祇園町の北東隅には祇園社 ・栄福寺、南
てつや 1すがt・ しもしんよち

側には手津屋の本店があります。また、この場所に升形が設けられています。祇園町の東側には下新町 ・

なかしんよらかみしんまち かまえぐち

中新町 ・上新町が続き 、上新町の雲雀川を渡る手前に構口が見えます。なお、構口から更に東には田主

丸町より成立が古いとされる吉田町が続きます。街道と並行するように町内を流れる雲雀JIIは寛文 4年

(1664) に従来の苔自濾を改修 ・開盤してできた用水です。

田主丸町は、江戸時代以降現代に至るまで周辺地域の産業 ・経済の中心地として発展してきました。
しようゆ じとうぞう せいろう

町内には酒 ・醤油等の醸造業や呉服商、製蝋業など様々な商家が軒を連ねていたようです。中でも 、宝
れさ てつや

暦年間に藩御用聞を勤めた久留米藩有数の豪商 「手津屋」は田主丸町の中心地に本店を構え、この地か

ら巨瀬川、 筑後川を下り、河口の若津までの河川運輸の特権を得て、大阪出店との間に輸送路を確立し

廻船による活発な商業活動を行いました。


